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ミニ広報紙

◆
募
集
期
間

　
　
３
月
‘
１
日
～
４
月
６
日

◆
受
験
資
格

○
警
察
官
Ａ

　
　
（
平
成
3
0
年
1
0
月
採
用
）

　
昭
和
6
0
年
４
月
２
日
以
降
の

生
ま
れ
で
、
大
学
を
卒
業
し
た

惣
又
は
平
成
3
0
年
９
月
3
0
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
力

○
警
察
官
Ａ

　
　
（
平
成
3
1
年
４
月
採
用
）

　
昭
和
6
0
年
４
月
２
日
以
降
の

生
ま
れ
で
、
大
学
を
卒
業
し
た

方
又
は
平
成
割
年
３
月
3
1
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
方

○
監
察
官
Ｂ

　
　
（
平
成
3
0
年
1
0
月
採
用
）

　
昭
和
6
0
年
４
一
月
２
日
か
ら
平

成
１
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

　
た
だ
し
、
Ａ
区
分
に
該
当
す

る
方
又
は
高
等
学
校
を
平
成
3
0
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年
1
0
月
１
日
か
ら
平
成
訓
年

３
月
ｙ
日
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
方
を
除
く
、

◆
試
験
日
程

○
第
一
次
試
験

　
敬
語
試
験
が
５
月
祠
日
、

体
力
試
験
が
５
月
３
日
～
６

日
、
回
日
の
う
ち
指
定
す
る

　〇日
了第
二
次
試
験

月
了
日
～
９
日
、
縁
日

～
1
7
日
の
う
ち
指
定
す
る
日

◆
受
験
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
岡
．
山
県
賢
察
本
部

　
　
　
警
務
課
人
事
第
二
係

０
８
６
（
２
３
４
）
Ｏ
ｊ
ｌ
‐
１
０

　
　
　
　
　
内
線
２
６
３
６

又
は
警
察

署
、
駐
在

所
に
お
尋

ね
く
だ
さ

い
。

した引

!高嶺癩一画脈一河

jφ大人が「事故は怖いよＪ

Jたひ教えるのが大軍な副

ぶ

　
春
休
み
や
新
学
期
は
、
少
年
が

非
行
に
陥
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、

特
に
少
年
の
非
行
で
多
い
犯
罪
は

万
引
き
で
す
．

　
家
庭
に

お
い
て
は
　
　
　
　
　
　
　
’
・
．

万
引
き
刄
　
　
尨
・
　
　
　
　
　
．

ど
の
非
行
　
　
回
恰
　
　
　
　
　
・

防
止
に
向

に
に
ら
に
Ｊ
と
と
悪
ぃ
こ
と
の
け
じ

め
を
は
っ
き
り
と
つ
け
る
な
ど
、

規
範
忌
憚
を
持
た
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
．

　
ま
た
、
進
学
（
進
級
）
に
合
わ

せ
て
、
少
年
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

昌
竹
筒
竹
筒
昌
心

性
を
知
ら
な
い
ま
ま
、
面
識
の
な

ぃ
人
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
や
り
と
り
し
た
結
果
、
相
手

か
ら
自
分
の
裸
の
画
．
像
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
送
る
よ
．
う
に
脅
さ
れ

最
悪
は
殺
人
事
件
の
被
寓
者
に
な

言
且
閃
特
ド

フ
ー

の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
普
及
活
動

を
推
進
す
る
等
、
少
年
の
非
行
・

皆
皆
四
回
詰
問
リ

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
は
ぐ
。
交
通
事
故
に
あ
っ
た

場
合
の
被
害
を
大
幅
に
軽
減
さ
せ

る
だ
け
で
な
く
、
正
し
い
運
転
姿

勢
を
保
ち
、
運
転
中
の
疲
労
を
軽

減
さ
せ
ま
す
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド

しは全　夫のま７命だ事シ
まチ座運２席でち網や故１
しヤ席転とだ“よ1･一家かト
ょイゝで席いかやっで族らは
うルシはうらっとすを７万
゜ド１も老大後そか守あ一
　シトちえ丈ろこらるなの

｜

｜

はべろ
１

危
険
で
す

ん
の
こ
と

ル
ト
（
幼
児

ト
）
を
着
用

「毎月第Ｚ金曜日膝、犯罪t!□QE□」
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